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１ 決算の基礎知識

Ｑ 「財政」ってなに？

6

財政とは、市でお金を調達し、そのお金を使い、市民の皆さまへ様々な行政
サービスを提供することをいいます。

市で調達するお金には、市民の皆さまに納めていただく税金や、国や県からの
補助金、銀行などからの借入があります。また、行政サービスは、保育園や小中
学校の運営や、ごみの収集処理、道路や公園の管理などがあり、様々な形で市
民の皆さまに関わっています。

Ａ



１ 決算の基礎知識

Ｑ 「決算」ってなに？

7

予算が１年間（4月1日から翌年3月31日まで）に必要なお金の「収入と支出の計
画」であることに対して、決算とは、１年間の「収入と支出の実績」をいいます。

市民の皆さまに収めていただいた税金などがどれだけ集まったのか？

福祉、医療や道路や公園の整備・管理などサービスにどれだけかかったのか？

などをまとめた決算は、１年間の財政活動の結果として、議会のチェックを受け
ることとなります。

Ａ

 予算編成から決算までの流れ



２ 決算の概要について

Ｑ 令和７年度の決算はどうなってるの？

8

岩倉市では、実施する事業にかかる経費を「一般会計」「特別会計」「企業会計」
の３つに区分しています。

３つの会計にかかる令和７年度の決算額は、次のとおりとなりました。

Ａ

一般会計 歳入決算 歳出決算 実質収支

一般会計 21,101,625 20,429,740 663,728

一般会計は、市民の皆さまに納めていただく市税や国からの交付税などを主な
財源として、福祉、教育、環境、消防、道路整備など市の基本的な行政サービス
を行う会計です。
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翌年度に繰り
越すべき財源
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 実質収支とは？

歳入決算と歳出決算を単純に差し引き
したものを形式収支といいます。形式収
支には、事情により翌年度に繰越すこと
となった事業に充てる財源が含まれてい

るため、その分を差し引いたものが「実
質収支」となります。

実質収支がマイナスになると赤字団体
となります。

実質収支の一部は、翌年度に市の財
源として活用されます。



２ 決算の概要について

Ｑ 令和７年度の決算はどうなってるの？

9

特別会計（４会計） 歳入決算 歳出決算 実質収支

国民健康保険特別会計 3,842,636 3,728,874 113,762

土地取得特別会計 4,602 4,602 0

介護保険特別会計 4,042,105 3,832,091 210,014

後期高齢者医療特別会計 936,591 927,426 9,165

(千円)

特別会計は、国民健康保険税などの特定の収入があり、特定の目的を行う会計
です。一般会計と区別し、事業ごとの収支を明確にしています。



２ 決算の概要について

Ｑ 令和７年度の決算はどうなってるの？

10

企業会計（２会計） 歳入決算 歳出決算 純利益

上水道事業会計
（収益的収支） 769,735 756,594

△10,216
（資本的収支） 209,326 390,690

公共下水道事業会計
（収益的収支） 1,074,525 943,533

104,832
（資本的収支） 1,055,248 1,224,938

(千円)

企業会計は、民間企業と同じように事業を行い、一般会計から独立する形で、そ
の事業から得た収益等で運営する会計です。



２ 決算の概要について

Ｑ 決算の推移はどうなってるの？

11

一般会計の過去10年間における決算は、以下のとおりです。

物価高騰による生活支援などにより、歳入、歳出ともに増加傾向にあります。

令和７年度の実質収支額は、前年度に比べて約0.35億円増加しました。

Ａ
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実質収支比率とは、標準財政規模（標準的な行政サービスを行うために必要な
お金）に対する、実質収支の割合をいいます。



２ 決算の概要について

Ｑ 実質収支比率は大きいほどいいの？

12

実質収支が赤字の場合、マイナスとなるためもちろんよくありません。しかし、黒
字の場合でも、その額が大きければよい、というものでもありません。

市は営利を目的としてサービスを行うわけではないため、余剰となる実質収支
が極端に大きくなることは望ましくありません。

一般的には3～5％が望ましいとされています。

Ａ

岩倉市では、計上した予算と実際に支出した額に大きな差が出た場合、浮いた
経費に相当する額は補正予算で減額する取り組みを行っています。補正予算で
減額することにより、歳入決算と歳出決算の乖離を抑えられるため、実質収支比
率も抑えることができます。
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３ 歳入決算について

Ｑ 一般会計には、どのような収入があるの？

13

一般会計の歳入決算額は、211億162万5千円となりました。市民の皆さまや事
業所などから納めていただく市税が全体の約４割を占めています。

Ａ

自主財源

49.5%

依存財源

50.5%

市税 35.9%

その他 13.6%

地方交付税・

地方譲与税等 22.3%

国・県支出金 23.5%

市債 4.7%

歳入は、大きく【自主財源】と【依存財源】に分けることができます。
【自主財源】市税や施設の使用料、保育料など市が自主的に調達できる財源
【依存財源】国や県からの補助金や借入金など国や県などの意思決定に基づか

ないと調達できない財源

75億6,909万6千円

市民の皆さまから納めていただく個人・
法人市民税や固定資産税など

28億8,412万4千円

分担金及び負担金、使用料及び手数料
など

49億6,177万円

特定の事業に対しての

国や県からの補助金など

47億73万5千円

国や県から一定の割合で交付
される使途に制限のない財源

9億8,590万円

資金調達のための借入金

歳入
211億
162万
5千円

内
訳

個人市民税 31億9,009万円

法人市民税 3億3,984万6千円

固定資産税 30億9,189万2千円

軽自動車税 1億1,267万6千円

市たばこ税 2億8,798万4千円

都市計画税 5億4,660万8千円



３ 歳入決算について

Ｑ 自主財源が多い方がいいの？

14

一般的に、自主財源が多いほど行政サービスの自主性と安定性を確保できる
と言われています。ただし、国や県の補助金をうまく活用している場合もあります
ので、「依存財源」が多くても、財政的に悪いとは限りません。

Ａ

区分 説明 R7決算額 前年度比

自主財源 104億5,322万円 13.2％増

市税 市民税、固定資産税、都市計画税など 75億6,909万6千円 6.6％増

分担金及び負担金 保育料、県や他市からの負担金など 1億815万1千円 7.5％増

使用料及び手数料 施設の使用料や証明書発行手数料など 1億1,075万9千円 1.6％増

財産収入 市の土地の賃貸料、基金預金利子など 2,575万9千円 140.5％増

寄附金 ふるさといわくら応援寄附金 5,628万3千円 ▲20.3％減

繰入金 基金繰入金、特別会計繰入金 10億7,411万6千円 188.9％増

繰越金 前年度からの繰越金 6億5,342万6千円 ▲17.0％減

諸収入 市税等滞納金、貸付金の利子等収入など 8億5,563万円 24.2％増

依存財源 106億4,840万5千円 10.8％増

地方譲与税等 国税や県税として徴収され、市に配分されたお金 18億3,921万8千円 ▲6.5％減

地方交付税 自治体の財政力に応じて国から配分されるお金 28億6,151万7千円 2.2％増

国・県支出金 特定の事業に対する、国や県からの補助金など 49億6,177万円 8.5％増

市債 特定の事業に対して国などから借り入れるお金 9億8,590万円 268.8％増

合 計 211億162万5千円 12.0％増



３ 歳入決算について

Ｑ 歳入の推移はどうなってるの？

15

一般会計の過去10年間における歳入は、以下のとおりです。

コロナ禍以降、感染症対策や物価高騰などによる生活支援のための国・県支出
金が増加しています。

Ａ
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令和２年度は、１人10万円の特別定額給付金など、新型コロナウイルス感染症
の対策事業などにより、例年より約70億円多くなっています。
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３ 歳入決算について

Ｑ 市税は、増えてるの？減ってるの？

16

市税は、全体の約40％を占める歳入の大きな柱となっています。

一般的に市税収入は、景気によって大きな影響を受けると言われていますが、
岩倉市では個人市民税と固定資産税の割合が大きいため、比較的安定しており、
令和７年度決算額は、約75.7億円で前年度と比較して6.6％増加しました。

Ａ
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３ 歳入決算について

Ｑ 市債（借金）の推移はどうなってるの？

17

一般会計の過去10年間における市債（借金）発行額は、以下のとおりです。

令和７年度は制度創設以来初めて「臨時財政対策債」の新規発行がなかったことか
ら、すべて「建設地方債」による発行となり、市債全体の発行額は９億8,590万円となり
ました。

Ａ
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 臨時財政対策債とは、本来、国から交付されるべき地方交付税の一部を市
債として調達する地方債です。国の算定により額が左右されます。

 建設地方債とは、学校や公園、道路等を建設する事業費などの財源を調達
する場合に発行する地方債です。



４ 歳出決算について

Ｑ 一般財源の歳出は、どのような目的に使われてるの？

18

一般会計の歳出決算額は、204億2,974万円となりました。目的別の歳出で一番
多いのは、高齢者・障がい者福祉、子育て、医療などの経費にあたる「民生費」で
90億16万9千円となりました。

Ａ

民生費 44.1%

総務費 15.3%

土木費 9.0%

教育費 10.9%
衛生費 7.9%

公債費 5.7%

消防費 3.3%

商工費 2.0% 農林水産業費 1.1%

議会費 0.9%

例えば、「衛生費」は、家庭から出されるごみの処分費や予防接種など保健衛生
を目的とした費用、「教育費」は、小中学校の運営費や建物の修繕・建設、生涯
学習の充実、文化・スポーツの振興など教育を目的とした費用です。

1億9,095万9千円

歳出
204億
2,974万円

22億1,984万7千円

90億16万9千円

16億595万7千円

2億1,967万9千円3億9,865万9千円

31億2,823万1千円

6億6,466万3千円

18億4,038万5千円

11億6,119万1千円



４ 歳出決算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？
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目的別では、学校教育、生涯学習、スポーツ振興などにかかる経費などに関する教
育費や市役所の運営、財政、広報、防犯、防災などにかかる経費などに関する総務費
などの決算が増加しています。

その一方で、市の借金の返済にかかる経費に関する公債費や農業振興、農業用施
設の整備・管理などにかかる農林水産業費などの決算が減少しています。

Ａ

区分 説明 R7決算額 前年度比

議会費 議員の報酬、議会事務・運営などにかかる経費 1億9,095万9千円 5.0％増

総務費 市役所の運営、財政、広報、防犯、防災などにかかる経費 31億2,823万1千円 28.9％増

民生費 高齢者・障がい者福祉、子育て、医療などにかかる経費 90億16万9千円 6.0％増

衛生費 予防接種、健康診断、ごみの収集処理などにかかる経費 16億595万7千円 6.8％増

農林水産業費 農業振興、農業用施設の整備・管理などにかかる経費 2億1,967万9千円 ▲2.2％減

商工費 企業振興・誘致、観光、消費者行政などにかかる経費 3億9,865万9千円 ▲1.2％減

土木費 道路や橋、公園、下水道の整備・管理などにかかる経費 18億4,038万5千円 13.9％増

消防費 救急や消防などにかかる経費 6億6,466万3千円 14.8％増

教育費 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などにかかる経費 22億1,984万7千円 41.2％増

公債費 市の借金の返済にかかる経費 11億6,119万1千円 ▲2.9％減

その他 災害復旧、予備費 0千円 0.0％

合 計 204億2,974万円 12.3％増



４ 歳出決算について

20議会費

総務費

民生費

衛生費
農林水産業費

商工費
土木費

消防費

教育費

公債費

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

令和６年度 令和７年度

歳出の推移

(億円)

181億

9,000万4千円

204億

2,974万円

【民生費】児童手当、物価高対
応子育て応援手当、障害者自
立支援給付費などにより増加

【土木費】石仏公園整備工事な
どにより増加

【衛生費】小牧岩倉衛生組合運
営負担金などにより増加

【教育費】小中学校屋内運動場
等空調設備設置工事などにより
増加

【総務費】財政調整基金積立金
などにより増加



４ 歳出決算について

Ｑ 目的別歳出の推移はどうなってるの？

21

一般会計の過去10年間における目的別歳出は、以下のとおりです。

コロナ禍以降、感染症対策や物価高騰などによる生活支援のための事業費が
増加しています。
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議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

商工費 土木費 消防費 教育費 公債費(億円)

高齢者・障がい者福祉、子育て、医療などの経費にあたる「民生費」の割合が大
きく、今後も高齢化の進展などにより増加が見込まれています。



４ 歳出決算について

Ｑ 一般財源の歳出は、どのようなことに使われてるの？

22

決算を「性質別」に区分すると、医療・介護の給付費などの義務的経費、公共施
設等の建設経費などの投資的経費、消耗品や備品の購入費などのその他の経
費のように、経費の内容によって、歳出を大きく３つに区分できます。

Ａ

義務的経費

51.2%

投資的経費

7.8%

その他の経費

41.0%

扶助費 24.0%

人件費 21.5%

公債費 5.7%

普通建設事業費等 7.8%

物件費 13.6%

繰出金 12.4%

補助費等 8.1%

その他 6.9%

49億767万5千円

43億8,546万7千円

16億89万2千円

16億6,177万1千円

歳出
204億
2,974万円

11億6,119万1千円

27億7,299万5千円

扶助費や人件費などは、経費の性質上、支出が義務づけられ、任意に削減でき
ない経費です。そのため、この割合が大きいと、これ以外の経費にお金をまわす
ことが難しくなります。これを「財政の硬直化」と言います。

25億4,186万5千円

13億9,788万4千円



４ 歳出決算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？

23

令和７年度の義務的経費は、人件費は増加、扶助費、公債費はともに減少して
おり、前年度比で３億2,819万4千円（＋3.2％）の増加となりました。

また、石仏公園整備工事や小中学校屋内運動場等空調設備設置工事などによ
り、投資的経費は前年度比６億5,184万４千円（＋68.7％）の増加となっています。

Ａ

区分 説明 R7決算額 前年度比

義務的経費 104億5,433万3千円 3.2％増

扶助費
高齢者や障がい者の支援などの福祉、医療にかか
る経費

49億767万5千円 ▲0.2％減

人件費 市の職員の給与や議員の報酬など 43億8,546万7千円 9.3％増

公債費 国などから借り入れた借金の返済にかかる経費 11億6,119万1千円 ▲2.9％減

投資的経費 16億89万2千円 68.7％増

普通建設事業費 道路や公共施設の整備・改修などにかかる経費 16億89万2千円 68.7％増

その他経費 83億7,451万5千円 17.7％増

物件費 旅費、委託料、消耗品費、光熱水費など 27億7,299万5千円 2.7％増

繰出金
特別会計や企業会計の必要経費を補てんするなど
の目的のための拠出する経費

25億4,186万5千円 8.1％増

補助費等 市民団体への補助金や関係団体への負担金など 16億6,177万1千円 32.6％増

その他 維持補修費、貸付金、積立金、予備費 13億9,788万4千円 72.4％増

合 計 204億2,974万円 12.3％増



４ 歳出決算について

24

義務的経費

投資的経費

その他の経費
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令和６年度 令和７年度

歳出の推移

(億円)

181億

9,000万4千円

204億

2,974万円

石仏公園整備工事や小中学校
屋内運動場等空調設備設置工
事などにより増加

【人件費】職員の増加、給与改
正などによる給与・手当の増加

【物件費】公共施設の照明LED
化に伴うリース料の増額などに
より増加

【補助費等】定額減税補足給付
金や消防指令センター共同運
用事業負担金などにより増加



４ 歳出決算について

Ｑ 性質別歳出の推移はどうなってるの？

25

一般会計の過去10年間における性質別歳出は、以下のとおりです。

義務的経費（扶助費、人件費、公債費）は、この９年間で約31.6億円、43.4％増
加しました。
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扶助費 人件費 公債費 普通建設事業費 物件費 繰出金 補助費等 その他(億円)

義務的経費の中でも、高齢者や障がい者の支援などの福祉、医療にかかる「扶
助費」が、この９年間で約13.9億円、39.4％増加しています。

義務的経費 その他経費投資的経費



５ 岩倉市の借金について

Ｑ 岩倉市は、どれくらい借金があるの？

26

平成15年度をピークに徐々に減少し、平成28年度には大型事業の影響により
一時的に増加しましたが、それ以降は再び減少傾向となり、令和７年度決算にお
ける、岩倉市の市債（借金）の残高は、約166億8,000万円（前年度比約3,600万円
減）となっています。
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５ 岩倉市の借金について

Ｑ 近隣の市町と比べるとどうなの？

27

令和７年度末における岩倉市の一般会計の借金は、近隣６市町で比較すると、
地方債（市債）残高は４番目、住民１人あたりの地方債（市債）残高は３番目に大
きい額となっています。
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５ 岩倉市の借金について

Ｑ なぜ、借金が必要なの？

28

①財源が不足しているため

②世代間負担を公平にするため、などの理由があります。
Ａ

大規模事業の財源をその年度の収入だけで賄おうとすると、他の事業費を圧
迫してしまいます。そのため借金をして財源を補てんしています。
また、道路や建物は、世代を越えて何十年も利用できます。借金をしなかった

場合、整備した年に市税等で負担した世代と、その後負担なく利用する世代の間
で不公平が生じてしまいます。
借金により将来の世代にも負担を分配し、世代間負担を公平にすることができ
ます。



６ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いくらあるの？

29

令和７年度末で、約40億8,200万円（前年度比5,400万円減）となりました。

岩倉市には、一般会計に11、特別会計に２つの貯金（基金）があります。

基金の令和７年度末の残高は、一般会計で約38億2,200万円、特別会計で約２
億6,000万円、総額約40億8,200万円となっています。
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一般会計 特別会計(億円)

※令和７年12月に新たに学校給食基金を一般会計に創設しました。また、令和７
年度末に特別会計である土地開発基金を廃止し、一般会計の財政調整基金に
約5億4,000万円を繰り入れました。



６ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いつ使うの？

30

基金ごとに様々な目的があり、財源の補てんや公共施設の建設などに使い
ます。

ここでは、一般会計の基金の一部について説明します。

Ａ

財政調整基金は、決算の剰余金などを積み立てておき、財源が不足したときに補てんす
るための基金です。
景気の急激な変化や災害への対応など、使用する用途は限られています。

減債基金は、市債(借金)の償還(返済)に備えるために積み立てておき、財源が不足し
たときに補てんするための基金です。

公共施設整備基金は、公共施設の建設、改修及び維持補修のために積み立てておき、
財源が不足したときに補てんするための基金です。



６ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金の推移は、どうなってるの？

31

過去５年間における財政調整基金、減債基金、公共施設整備基金の各年度の
残高は、以下のとおりです。

なお、令和７年度末の残高は、財政調整基金は約20億7,000万円、減債基金は
約７億2,400万円、公共施設整備基金は約６億9,700万円となっています。
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７ 岩倉市の財政状況について

Ｑ 岩倉市の財政は大丈夫なの？

32

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、「健全化判断
比率」を算定しました。

これらの指標は、自治体の財政状況を客観的に表し、早期健全化や再生の必
要性を判断するために定めたものです。すべての基準をクリアしていることから、
令和７年度末時点での財政運営に大きな問題はないと言えます。

Ａ

４つの指標のいずれか１つでも早期健全化基準を超えると、「早期
健全化団体」となります。その際には、財政健全化計画を策定し、自
主的な改善努力による財政の健全化に取り組まなければなりません。

 早期健全化基準

 財政再生基準

早期健全化基準よりも比率が悪化し、財政再生基準を超えると「財
政再生団体」となります。財政再生計画を策定するほか、市債の発行
が制限されたり、総務大臣が予算の変更等を勧告するなど、国の強い
関与による確実な財政の再生に取り組むことになります。



７ 岩倉市の財政状況について

① 実質赤字比率 …財政規模に対する一般会計などの赤字の割合
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【算出方法】

一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

（状況）

一般会計で赤字は生じていないため、
実質赤字比率はありません。

早期健全化基準

財政再生基準

■早期健全化基準：13.15％
■財政再生基準： 20.00％

赤字なし

② 連結実質赤字比率 …財政規模に対するすべての会計の赤字の割合
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【算出方法】

連結実質赤字額

標準財政規模

（状況）

岩倉市の全会計で赤字は発生してい
ないため、連結実質赤字比率はありま
せん。

早期健全化基準

財政再生基準

■早期健全化基準：18.15％
■財政再生基準： 30.00％

赤字なし



７ 岩倉市の財政状況について

③ 実質公債費比率 …財政規模に対する公債費（借金の返済費）の割合

34
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【算出方法】

（市債の元利償還金＋準元利償還金）

－(特定財源＋ 元利償還金等に係る基準財政需要額算入額)

標準財政規模－(元利償還金等に係る基準財政需要額算入額)

（状況）

令和７年度は、市債元利償還金が減少しましたが、他
の要素の増減により、単年度数値の増減はありません
でした。本指標が直近３か年の平均値を用いて算出さ
れるため、令和４年度と令和７年度の数値の差により、
前年度と比べて0.1％増加し、4.3％となりました。今後
は、市債を発行する大型事業が予定されているため、
増加する可能性があります。

■早期健全化基準：25.00％
■財政再生基準： 35.00％

④将来負担比率 …財政規模に対する将来負担すべき債務総額の割合
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【算出方法】

将来負担額－ （充当可能財源等）

標準財政規模－(元利償還金等に係る基準財政需要額算入額)

（状況）

令和７年度は、市債現在高が減少したものの、充当
可能基金額や基準財政需要額算入見込額の減少な
どにより、前年度と比べて1.7％増加し、8.1％となりまし
た。今後は、大型事業により市債残高の増加が見込ま
れることから、比率は横ばいもしくは増加する可能性
があります。

■早期健全化基準：350.00％
■財政再生基準： －



８ おわりに

おわりに
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岩倉市の財政状況について、令和７度の決算の状況や、財政指標などの推移を説
明させていただきました。

財政状況を数値だけで見ていただくと、岩倉市は赤字もなく、将来への負担は若干
悪化しているものの、現状としては問題がないことがご理解いただけたと思います。

しかし、昨今の世界情勢やエネルギー価格の変動、続く物価上昇の影響により、依
然として市民生活や地域経済にも厳しい状況が続いています。今後もこうした社会経
済情勢の変化を的確に捉え、市民生活を守るための施策を機動的かつ着実に推進し
ていくことが求められます。

また、少子高齢化の加速による社会保障関連経費の増大に加え、教育分野や子育
て支援をはじめとする将来への投資、ゼロカーボンシティの実現に向けた取組、行政
サービスのデジタル化、さらには老朽化する公共施設の適正管理など、本市が直面す
る課題は複雑かつ喫緊のものとなっています。

このように、本市を取り巻く環境は厳しい状況ではありますが、高度化・多様化する
行政需要に柔軟かつ迅速に対応し、引き続き、効果的かつ効率的な行政サービスの
提供により堅実な財政運営を行い、最小の経費で最大の効果が得られるよう第５次総
合計画に掲げた事業など、各種事業に取り組んでいきます。

令和７年度に実施した事業をホームページで公開しています
令和７年度に実施した主要施策の成果をまとめた「主要施策の成果報告書」を
岩倉市のホームページに掲載していますので、こちらもご覧ください。

https://www.city.iwakura.aichi.jp/category/5-12-0-0-0-0-0-0-0-0.html
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